
 

 

天気に恵まれ、過ごしやすい日が続いています。発表会の練習を行っていますがお子様の負 

担にならないように戸外活動やドッチボールも取り入れ、リフレッシュしながら取り組んで 

います。発表会まで後わずか。子どもたち一人一人が主役となれるよう、一緒に頑張ってい 

きたいと思います。 

 

 

１２月 ゆりぐみだより 
社会福祉法人尚徳福祉会 

おぐら保育園 

 

～いも版～ 

発表会エピソード                

劇ではみんなで丸くなって台本読みからスタート。初めは照れもあり小さい声や棒読み、自分の

番が来てもわからず、シーンとなったりして時間がかかったり、セリフを言いながら泣いてしま

ったり、いろいろありました。毎日続けていくうちに一人また一人「もう、台本なくても覚えた

～」となって、他の役のセリフも覚えていきました。そのあとの振り付けや動きながらのセリフ

でも恥ずかしくなったり声が出なかったり、自分の出番がわからなくなったりと一苦労。でも何

度も練習を重ね、意識が高まり「上手にやりたい」と友達同士や同じ役同士で練習していまし

た。楽器も口での譜読みから始まりコツコツ練習してきました。できないところを何度も繰り返

し練習し、できるようになった友達に教えてもらったり、同じパートで一緒に合わせたりしなが

ら頑張っています。特にピアニカは鍵盤を触ったことがない子がほとんどの中、約２か月間練習

し弾けるようになりました。その頑張りは本当にすごいと思います。うまくできずに悔しい思い

をすることもありましたができた時の喜び、友だちと作り上げていくことの喜びと楽しさや気

持ちよさを感じて意欲をもって取り組む姿が見られました。一人だけではできない劇、合奏、

歌。ゆり組全員のパワーで頑張ります。 

就学前検診で学校に行くのをとても楽しみにし

ていました。次の日は、「楽しかった」「ボロか

った～」「机が 1 つずつあるよ」「トイレが苦手」

などさまざまな感想を言っていました。「早く学

校いきたいなあ」「勉強したくなった」などの素

敵な感想もたくさんありました。お父さんお母

さんもドキドキしていた方も多かったようです

ね。小学校がより身近に感じられてきました。

自信をもって行けるよう 

にサポートしていきたい 

と思います。 

学校行ってきたよ

園庭の畑で収穫したサツマイモを彫刻刀で

掘っていも版を作りました。まず、いもに掘

りたい図柄をペンで書いて担任と一緒にゆ

っくりと掘っていきました。やわらかいので

奥まで掘ってしまったり、細かい図柄にした

子は苦戦したりしながらもすごく集中して

掘っていました。絵の具をつけて紙に押すと

掘った跡が浮き彫りになり思わず「オオ

ッ！」と声が上がって 

いました。個性あふれる 

スタンプに大満足でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


